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第2章　
情報伝達規約
本規約は、通信制御方式とそれらの使用に関連した必要な事項について規定する。
第1節　通信手順規約
標準ビジネスプロトコルで使用する通信制御手順（通信手順）は、安全性や信頼性を確認したうえで、データ交換の当事者間の合意により選定する。なお、安全性や信頼性の確認については、「第4章　業務運用規約および取引基本規約（CI-NET運用諸規則）」を参照すること。


1　当事者間で直接データを交換する場合に確認すべき事項
当事者間で直接データを交換する場合には、その方式の安全性や信頼性を十分吟味し、発生が想定されるリスクの分担について事前に取り決めておくことが必要である。
	





2　CI-NETの通信手順として全銀手順を使用する際のファイル名
CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5の通信手順として全銀手順を使用する際のファイル制御電文中のファイル名は次の通りとする。
	 Ｃ


	 Ｉ


	 Ｎ


	 Ｔ


	
	
	
	
	 ０


	 １


	 ０


	 ０




 
固定   　   情報区分コード（4桁）  　  固定

図2.1.2-1  ファイル制御電文中のファイル名
情報区分コード（4桁）については、「第3章 第2節 3.1 情報区分コード」を参照されたい。
囲みを削除。特定の通信手段に特化しないため。
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